　　　　　　　　　　　　　受賞成人式の個別講評
＊成人式大賞
七尾市（石川県）
　平成１６年の１市３町の合併後も旧自治体地域ごとに分散方式で開催していた本市の成人式は、昨年は各会場で開催時刻をずらして開催し、新成人たちが新たに制定された「市民のねがい－七尾市市民憲章」の唱和を行い、代表者がサインした憲章小冊子をバトンにして市長が順次各会場を回るかたちで市全体の大きな輪づくりを実施したが、本年は市長一人によるつながりづくりの域を越え新成人たちが１会場に集合し大きなつながりの輪・新七尾づくりの契機とする狙いで一体感に満ちた式典催事を行なっている。
　テーマ「絆･感謝・伝承　～伝統文化を引き継ぐ新成人～」は友人・地域の人々との絆を大切にし、これまで育ててくれた両親・先生・ふるさとなどに感謝するとともに社会人としての自覚を持って行動する節目とし、祭りや工芸などの伝統文化を再認識し未来に引継ぎ他地域に発信していく式典にしたいとの思いが込められている。
 市内各公民館スタッフによる受付け、高校生ボランテイアが持つプラカードを先頭にした中学校区ごとの新成人の入場、会場全体での市民憲章の唱和、実行委員の特訓による「はたちの太鼓」「七尾まだらの唄と踊り」の演舞、「新成人決意宣言」・「新成人へのインタビュー」、親から子供への「おめでとうの手紙」と子供から親への「ありがとうの手紙」の朗読、新成人たちが地域の代表的大祭を再現する「奉燈乱舞」などの記念行事、地元企業の協賛を得て実行委員が手づくりしたテーマ文字入りの記念品「木札」と「手ぬぐい」、地区公民館ごとの趣向を凝らした祝賀会、実行委員会ＨＰの開設・活用など、すべてテーマの趣旨をよく実現し成果をあげている。
　平成の大合併の流れのなかでアイデンテテイの確立に戸惑う自治体が少なくないが、本成人式はこれを契機として新成人の自覚や意識を高め、また新成人と友人・家族・地域との絆を強めるとともに合併市町の住民間の絆を強固なものにする等にも寄与するなど成人式の意義を最大限に発揮しており、大賞を贈るにふさわしいものと認められた。

＊成人式準大賞
山形市（山形県）
　本市の今年の「成人の祝賀式」は、テーマを「ひとがすき　ふるさとがすき　そしてわたしがすき」～山形の若者に「感動」と「感謝」を～とし、未来を担う若者達が「生きていることへの感動」「生かされていることへの感謝」の思いを育んでいく機会とするとともに、「ふるさとにこれからも住みたい」「いつかは住みたい」という将来への展望を抱く契機にする狙いで、“山形らしさ”や“手づくり感”の溢れる温かい式典を目標に、一つひとつの催事に深い意味合いを込めて実施され、狙い通り目標を達成している。
　案内状に実行委員からのきめこまかなメッセージを添える等により高参加率を実現するとともに、当日の新成人をさわやかな笑顔で迎え会場まで案内する高校生の受付けボランテイアの活躍などと相俟って全員の円滑な完全入場を達成し、また「ハタチの階段ノボル　♥」と題するクイズやその結果をもとにした市長とのトーク、“山形サイコー”の人文字づくりなどの全員参加型企画、小学校児童からのお祝いの言葉、恩師からの励ましの言葉、公募入選メッセージソングの記念ライブ、教育委員会職員手づくりの電飾スペースシャトルの会場内飛行とビッグサプライズ祝賀メッセージ伝達等の催事は、参加新成人に一体感とテーマの狙いに沿った多大の感動を与えている。
　また懐かしい友人たちとの再会を楽しむ懇談コーナーでの身も心も温かくとの願いを込めた山形名物ブース、こまやかな配慮がなされた“撮影用看板”と高校生ボランテイアの“シャッター押します隊”が置かれた記念写真コーナー、「わいわいメッセージボード」、記念品のパンフレット・地場産タンブラー・各種啓発チラシもよく工夫されている。
　これらは、新成人実行委員による20歳の感性を活かしたアトラクション等の企画やパンフレットデザイン提案等と、行政側のサポーターとしてのアドバイスや支援活動等が調和のとれたかたちで噛み合って祝賀式の企画・運営が効果的に実施されたことの大きな成果であると見られ、準大賞を贈るにふさわしい成人式と認められた。
小野市（兵庫県）
　本市の今年の成人式は「わたしたちの未来予想図」をテーマに、新成人がそれぞれの「未来予想図＝夢」を語り、表現することで、将来への展望を見いだし、共に未来への第一歩を踏み出す場とする狙いで行なわれている。
　成人式は、実行委員の新成人が企画制作したオープニングビデオ（昔の写真を多用して参加者を舞台に惹きつけ未来へ進む勇気を生むねらいの短編）、第１部のわたしたちの未来予想図（市長と新成人代表によるセレモニー＆新成人が自分の思いを語るトーク、新成人のギター弾き語り、会場インタビユー）　第２部「オ・メ・デ・ト・ウ」のサイン（恩師や地域住民からのビデオレターの上映、よさこいチームの祝いの舞）、第３部「ア・リ・ガ・ト・ウ」のサイン（中学校区ごとの同窓会）とで構成され、エイジルネッサンスパーテイ（６５歳を対象の第２の成人式）とも連携し、第２部までは市民会館大ホールで新成人全員が一堂に会し、第３部はコミュニテイセンターと出身小学校に分散して開催する複合方式で、共に未来への第一歩を踏み出す場、また世代間交流を生み出す契機として狙い通りの成果を挙げている。
　成人式の成否の鍵の基本は“新成人の参加率”や“新成人たちの円滑な入場”であるが本市では従来からこの点を特に重視し、実行委員が広報誌や自分たちのネットワークなどで参加を呼びかけ、式典当日も受付・入場喚起を自ら熱心に行ない、高参加率・定刻５分前全員入場を実現している。　成人式は、実行委員会主催の新成人主導型で開催されているが、行政側は教育委員会が事務局として支えている。
　実行委員会は１１回開催、前年の実行委員は第１回会合やリハーサルに参加しビデオも使って自分達の活動内容を説明し要所で経験を踏まえアドバイス、関西最大のよさこい踊りの「小野まつり」など地域活動にも貢献、式典催事の充実と新成人活動の広がりが実現している成人式は、準大賞を贈るにふさわしいものと認められた。
＊成人式優秀賞
館林市（群馬県）
　本年の「二十歳の集い」はテ－マを「あい　♥　たてばやし」とし、従来からの位置付け①成人することに伴なう決意表明の場　②新成人と懐かしい人々との交歓の場　に、③として“館林への愛”を加え、郷土への愛・親近感を高める場とすることに力点を置き、第一部　恩師からのビデオレター、第ニ部　式典（式辞、二十歳の決意表明、記念品贈呈など）、第三部　アトラクションの出身中学校対抗の校歌歌合戦「輝け！学校別合唱コンクールin成人式」、第四部　ふれあいタイム（旧友との再会・各中学校ごとの記念写真撮影を同時併行で実施）の４部で構成、企画・演出を工夫し成果を挙げている。
　第一部入場・受付時の恩師ビデオレターの上映では音声を屋外にも流し新成人のスムーズな入場を誘導、受付時に座席表を配付・各出身中学校の一体感を持てる配置として実行委員ＯＢ・ＯＧや行政職員が着席を案内、来賓席も壇上と会場客席（100名）とに区分して設定、式典で館林市が新成人を祝う象徴的行為「記念品贈呈」の際には市長が選んだＢＧＭをかけ盛り上げたり、実行委員による“二十歳の決意表明”では成人としての責務と誓いを謳いあげる前半と「あい　♥　たてばやし」のスローガンを会場の新成人全員と実行委員が掛け合う後半の２部構成とし、後半部分ではわかりやすくまたインパクトを与えるよう「あい　♥　たてばやし」の横断幕を掲示するなどの演出をし、ホワイエでの同市選挙イメージキャラクターのマスコット「とうひょうくん」の着ぐるみの啓発活動や“思い出かきこみボードの設置など新企画も導入している。場内整理・アナウンス、記念品（アルバム）の配布、記念ＤＶＤ用ビデオ撮影・販売受付（第一～四部を通し撮影、完成品を希望者に販売し、売上げは翌年度のアトラクション賞品購入費に充てる）など様々な場面で実行委員ＯＢ・ＯＧが協力し、伝統的ともいえる式典・催事を形成し新企画も導入し優れた成人式としており、優秀賞にふさわしいものと認められた。
調布市（東京都）
　成人式のテーマ「絆　～きみと　ずっと　なかま～」は、家族間での不幸な事件が続く昨今、新成人と家族との支え合い生きてきたこれまでを振り返り家族の絆を再構築する機会とし、また地方出身の新成人が多く地元意識が希薄になりがちな大都市自治体ではあるが地域の絆もしっかりと根付いていることを示す機会とすることを狙いとしたもの。
　成人式は、第１部式典と第２部アトラクションの２部で構成、市・教育委員会が主催しているが、第２部の主催者には市内の大学で学ぶ学生等からなる成人式実行委員会も加わって企画を練り、地元大学・短大、まちの商業組合、市内にホームスタジアムを持つプロサッカーチーム、市内在住の漫画家、姉妹都市などの協力を得て、同世代の若者が繰り広げる等身大のステージを中心にした若い感覚の成人式をつくりあげている。
　５年前から実施している新成人の“子から親へ”の「感謝の手紙」に加えて本年からは、テーマに沿ってあらたに新成人を持つ家族の“親から子へ”の「二十歳を迎えたあなたとの忘れられない思い出」を募集し、代表者に会場で朗読して貰う企画を採り入れ、手紙を通して親子が双方向の心の交流を深めることで新成人と親に家族の絆を再認識してもらうことを目指したが、この催事は当日朝のＮＨＫのニュース番組「おはよう日本」で取上げられるなど反響を呼んだ。
　本市の成人式では従来から、会場周辺に市内公立中学校ＰＴＡや同窓会が、自主的に新成人を歓迎するブースを設置し中学校時代の恩師を招いたり当時の思い出の品を展示して再会の場を提供したり、地域のボランテイア団体が会場周辺の安全パトロールを行うなどして成人式の円滑な実施をサポートしており、関係者・地域が一体感を持って開催されているこの成人式は、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められた。
　　　　　　　
瑞浪市（岐阜県）
　今年の成人式のテーマ「魁」は、“成人となった今、これからは自分達の世代が先頭に立って、幾多の諸問題に立ち向かっていこう”という決意を込めたもの。
　ここ数年、行政主導で行なう式典中心の成人式から脱却し、“新成人による手づくりの成人式”をコンセプトに実施してきているが、本年は実行委員の数名が前年も実行委員として成人式を経験していることから、特に“より式典色の薄い成人式”を目標に取り組んでおり、市長および来賓祝辞、ならびに記念品贈呈などのいわゆる式典部分を“成人の火”（キャンドルサービス）と同時に行うといった工夫を凝らし、これにより式典の堅苦しさを感じさせず、しかも新成人たちを初め会場にいる人達の意識を常にステージの上に向けさせることに成功している。
　成人式準備の経験を重ねて毎年の企画を充実させ実行委員会の運営をスムーズに行なえるようにする狙いで、前年から実行委員会に当年度の新成人や成人式を経験したＯＢ、ＯＧに加えて、下の学年の人たちも参加する構成での実行委員会を行うこととしたが、本年は成人式を迎える新成人の中に去年実行委員を経験している人がいたことで委員会の進行をスムーズにでき、式典のあり方の改善案が生まれ大きな成果をおさめている。
　このような実行委員会の委員構成の多層化は、単に委員の人数の確保ということを超えて、年代の違う仲間が集まることで多様な意見交換や、前年までの経験を生かした企画・運営の改善提案をすることなどを可能にし、さらに次年度成人式を迎える実行委員にとって自分達の成人式の時にどのようなことを行ないたいかのイメージ掴みをさらに進め、成人式の今後益々の発展に繋がるかたちにもなっており、その成果である本成人式は、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められた。
沼津市（静岡県）
　成人式は、市および市自治会連合会の主催により、「地域分散方式による地元手づくりの成人式」をテーマとして、中学校区ごとの地域分散方式により実施されており、各地区の連合自治会および青少年を健やかに育てる会が企画・運営を担当し、それぞれに趣向を凝らした地域による手づくりの成人式になっている。式典は会場への来場のしやすさ、恩師や同級生、地元の関係者との距離の近さ、参加新成人にとっての地元への愛着や印象の深さなどから参加率は約８５％と高率をあげている。
　また新成人が有権者としての意識を持ち、市政に関心を持ってもらうようになることを狙いとして、式典終了後に市議会本会議場で新成人代表を議員とする「新成人議会」を開催しており、今年で１０回目を迎え市民にも定着している。
　市内１７地区の会場での式典・アトラクションとしては、市民憲章の唱和や小中学校恩師の挨拶などのセレモニーと各地区での趣向をこらしたたとえば「親子で祝う成人式」、「小学校時代にビデオでタイムスリップ」、「新成人の半分の歳　１０歳児からのコサージュプレゼント」「新成人を地元の有志がウオークラリーで祝福」、「新成人風船とばして新たな旅立ち」などといったアトラクションで新成人を祝福している。
　全国的にも珍しい「新成人議会」は、各地区から推薦された３２人と公募の３人の計３５人を市議会本会議場に招き事前通告のあった１２人からの「まちづくり」や「福祉」などに関する質問に、市長初め関係部長等が答弁し、新成人に対し「有権者としての自覚と責任」「市政への関心」を植え付ける契機となっている。
　新成人議会を定着させた多彩な本市の成人式は、参政権を得た新成人に成人到達の意義を具体的に体験させるなど優れており、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められた。
犬山市（愛知県）
　本市の新成人の集いは、平成１３年以来の新成人自主方式で、今年は昨今の青少年犯罪頻発を踏まえ「Ｉ am…～自分を見つめ直しませんか？～」をテーマにして、成人になるのを機会に自分を理解し正しい大人になる自覚を持つことと自己表現や自己主張できる大人になることを狙いとし、「自分たちで」を合い言葉に、かつては市の負担によっていた会場費も含めすべての経費を新成人参加者の会費（前年と同じく２,０００円）でまかない、事前の準備、案内、地元FM放送でのPR,、看板以外の会場内の表示、配布資料、記念品の用意、当日の運営まですべてを自分たちで行なっている。
　式典とアトラクションの内容については、来賓としての市長の挨拶の式典部分とフオトワード制作、ミスター・ミスコンテストおよび抽選会といった参加者が楽しむ部分に分けて行なっているが、司会を実行委員自ら行い手づくりの成人式をアピールし、また実行委員長とともに市長に乾杯の発声をしてもらうなどで会場を盛り上げている。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              　　

本年は新企画として会場にフオトワードコーナーを設け、参加者全員の思いを書いた　紙を順次貼っていき完成させる全員参加型の企画を採り入れている。
   なおこの集いでは、献血・ドナー活動などや各種啓発活動も行なっているが、ユニセフ募金等の社会貢献を成人を機に考える企画を伝統とした意義ある集いとして成熟し、また先輩実行委員のアドバイス、多数の先輩や後輩の当日の手伝いなど、みんなで集いをつくりあげる伝統も形成されてきている。
この新成人による会費制での成人式は、行政サイドの支援を最少限にした全国的にも稀な自主自立型のものであり、本年成人式応援団が結成されそれが成人式支援はもちろん市民会議・各種ボランテイア活動への通年参加など社会貢献・犬山文化を支える活動展開への契機ともなるなど一層の発展を示しており、優秀賞にふさわしい成人式と認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
碧南市（愛知県）
　本市成人式のテーマ「take a step」は「これまで支えてくれた存在への感謝」「これから担っていく責任」「向上心を持つこと」の３本柱とし、“一歩踏み出すことの大切さ”を語りかけるもの。本市の成人式の企画運営を担当することとなっているHEXPO　STAFF（同市の各種催事を担う４年制の青年団体）の２年生に当たる新成人が成人式実行委員会の委員となって種々検討して決定したものである。
　成人式は第１部が同市文化会館の各会議室を会場として地区ごとに中学時代の先生や同級生との再会を楽しみ歓談する懇談会、第２部が同会館大ホールを会場としての新成人全体での記念行事で構成している。本年の記念行事の内容は　①大人からの激励の市長祝辞と恩師ビデオレター、②プロローグとしての２０年間の振り返り　③積み重ねてきた思い出を振り返るカウントアップ映像　④新成人実行委員９名がテーマの感謝（過去）・責任（現在）・向上心（未来）を、親しみのある言葉で語りかける形式での“誓いの言葉”⑤向上心・協力の大切さをインパクトのある実例として実行委員１０名によってつくりあげスクリーンに映し出した影絵　⑥エピローグとしての会場を巻き込んでのこれからの決意の語りかけ　といった工夫したものになっている。
　実行委員会は４月から週1回、夏からは週２回のペースで会合を開催し、「大人とはどういうものなのか」「大人になったら何が変わるか」などといった話し合いを続けたが、そうした話し合いの中から、「自分たちは何を決意すればいいのか」「自分たちの世代には何が足りないのか」「新成人仲間に対して何を伝えればいいのか」等が見え上記の企画として結実し、成果は新成人達に感銘を与え既製の大人達の認識も改める契機ともなっており、深い追究を基に創造された本成人式は優秀賞にふさわしいものと認められた。

亀岡市（京都府）
　成人式のテーマ「自ら覚（めざ）める人に成れ！」～結ぼう絆、刻もう思い出～は、　自覚を持った大人となり、成人式を節目として人と人との絆を結び、また新たな思い出を刻んでいこうという思いが込められている。成人式の主催者は、
亀岡市成人式実行委員会・
亀岡市・
亀岡市教育委員会の３者で、成人式は第１部式典（会場は生涯学習施設ガレリアかめおかコンベンションホール）と第２部新成人のつどい（会場は同ロビーギャラリー）の２部構成で、新成人と多くの市民の共感を得て行なわれている。
　　本市では成人式を、市民一人一人が新成人を「祝い期待する」とともに、新成人は自ら大人になったことを「喜び自覚する」催事と位置づけ、地域をあげて取り組み、実行委員会のホームページを開設・趣旨のPR等に活用し大きな成果をあげている。
　「喜び自覚する取組」では成人式前々日に成人式記念植樹（市の木「桜」）を実施、“成人の桜保存会”も結成。また実行委員会で自覚と責任を持てる成人となることを誓い家族や地域の人々に表明する“成人宣誓書”の作成に取り組み、当日は成人式の入場券に添付した“感謝のメッセージカードを提出、早速「感謝の言葉」を貼り紙にし市役所ロビー・成人式会場に掲示。「祝い期待する取組」では“新成人を祝い期待する標語を募集、最優秀作品を懸垂幕にして市役所前の啓発塔に掲示するとともに市内の１,１００以上の公共施設・店舗などに掲示。また料飲連合会の“新成人おめでとうフエア”に加えて市特産の小豆がゆのふるまい、商店街連盟のまちづくり大売出し抽選会への実行委員の参加などが実施され地域の絆の強化が図られている。
　祝う市民側と祝われる新成人側の双方の熱い取組ががっちりと噛み合ったこの成人　式は狙い通り大きな成果を挙げており優秀賞を贈るにふさわしいものと認められた。
光市（山口県）
　本市成人式の主催者は市・市教育委員会・「市成人のつどい」企画運営委員会だが、成人式のテーマ「今、新化」およびスローガン「羽ばたこう　未来という世界へ」は、企画運営委員である新成人の提案を基に、同委員会で幅広い視点から協議決定されている。
　このテーマおよびスローガンは、「光市で過ごした過去があって今がある。新成人になれたことに感謝し、責任と自覚を持って、輝かしい前途、将来、限りない夢、希望に向かって、自分を見つめ直し、大切にし、自己改革をし、進化しながら社会の中で力強く羽ばたき続けていこう」といった意味合いで選定されたもの。
　成人式は、式典に当たる第１部フエステイバルと第２部ふれあい交換会の２部で構成。
第１部の内容は、新成人を市民全体で祝福、激励する立場から、大ホールで、明るい雰囲気のなか子供の出番、大人の出番、地域の出番を設ける工夫がこらされている。
1 開会おめでとう宣言（名前にスローガン羽ばたくの“羽”の字が付く小学生４名）
②オープニング演奏（ひかり太鼓：地元の３歳から５８歳男女３５名による）
③来賓者紹介（代表者11名）大人代表として新成人の父親と母親によるメッセージ発表　
④新成人紹介（各中学校出身代表者６名）思い出、将来の夢、誓いの言葉等の発表。
⑤新成人に贈ることば＆市長とのふれあいトーク（新成人全員がYES,NOの意思表示）
　⑥校歌メドレー（市内高校吹奏楽部＆市民吹奏楽団のジョイント演奏）
　第２部の内容も　①、地元フリーアナウンサーによるトークショー②綱引き　③新成人懇談（軽食・喫茶）でロビーでくつろいで再会を楽しめるものになっている。
　この成人式は、新成人を主体にしながら、その理想的なあり方を深く追究し、運営にボランテイアを活用したり、家族席・一般席を設けて公開成人式としたり、さらに地元工芸の竹燈で地域をアピールするなど多くの新しい試みを導入して成果を挙げており優秀賞を贈るにふさわしいものと認められた。
＊成人式奨励賞
帯広市（北海道）
　本年の成人式のテーマ「頑張れ若者、夢に向かって走り出せ」は、それぞれの夢や希望を持ち、社会人への一歩を踏み出そうとする新成人を激励する意味を込めたもの。
　式典やアトラクションの内容としては、オープニングのチアリーデイングに続く式典のなかで、二十歳の誓いを当日誕生日の新成人２名が述べる点が本市の催事の特色になっている。本市の場合それに続くアトラクションは、もちつき大会、イントロクイズ、ビンゴ大会や語らいの部屋などの各種コーナーが多彩だが、本年はさらにそれらに加え
次のように催事を新規開催したり、コーナーの内容変更などを行なっている。
①“二十歳の抱負”の「大声コンテスト」催事の導入
②各種コーナーへの「チャリテイ写真」、「あの時言えなかったメセージ」、「恩師からの祝辞」の導入。チャリテイ写真は、晴れ着の新成人の写真撮影・プリントサービスとユニセフ募金を結びつけたもので、募金の成果を高めている。
③　パンフレットの充実…市の歴史や過去２０年の流行の記録・写真・寄書ページ新設。
　　新成人を励ますことを狙いとして催事の追加やきめこまかな変更を行なったこの成人
　式は、新聞･広報誌・実行委員のFMラジオ出演等の事前PR努力の効果もあって、過去
　１５年間で最高だった前年の新成人参加率を凌駕させており、今後一層の発展が期待さ
　れ、また他の範とするに足り、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
　高根沢町（栃木県）
　成人式の主催者は、平成２０年成人式実行委員会。本年はテ－マを「絆～人と人とのつながり～」としているが、その視点は“自分達が成人式を迎え大人になることができるのは、この２０年間家族・友人・先生・地域の人々など様々な人たちの助けやつながりによって支えられてきたお蔭。成人式を節目にその絆を再確認し大人への第１歩を歩もう“というもの。開催日は１月３日（木）。
第１部式典は実行委員長の挨拶、客席最前列の来賓紹介のあと、新成人の希望による町長の「絆」をテーマとした講演。中学校時代恩師からのビデオレター上映、お礼の花束贈呈にも一工夫。式典会場には新成人の家族も来場し一緒に参加が可能にしている。
　　第２部おしゃべりテイーパーテイはジュースで乾杯し恩師や友人達と自由に歓談する
ものだが、同時進行により世界の子供達への絆として飢餓に苦しむ子供達のために学校給食を支援する「ＷＥＰ学校給食プログラム」の２００円で１０食分の募金による社会貢献活動を実施、記念品は町・議会からの“出席者全員の記念写真入りＣＤ－ＲＯＭ。
　この成人式は、簡潔ではあるが新しい試みを逐次導入しており、また全国的に忌避され
る傾向にある傾向にある講演を、成人式のテーマについて、自治体の首長が新成人の熱望で、いわばメインイベントとして行っている唯一のものと見られるものであり、今後一層の発展が期待され、他の範とするに足り、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
桶川市（埼玉県）
　本市の成人式のテーマは「二十歳になったキミに送る～輝く未来への第一歩～」。
“二十年という節目を契機にお世話になった人たちに感謝し、そしてこれから新たな道を歩んでいこう！”という決意を基にしている。
　成人式の主催者は市・教育委員会だが、その企画・運営は実質的に新成人で構成された実行委員会に任され、新成人による手づくりの式典・催事が目標とされている。
　成人式は、第一部式典　第ニ部アトラクションで構成し、ニ部のなかで恩師メッセージスライド上映、恩師登場お祝いのことば、抽選会につづき、本市の特色ある催事
としての「心の手紙の朗読（友人・先生・父母・親から子へ）」が行なわれ、フイ
ナーレの思い出の歌「旅立ちの日に」の大合唱とともに会場の感動を呼んでいる。
　実行委員会方式５年目になるが、本年の実行委員会は９月から１０回開催、定例会議で不足する部分は自主的会合やグループメール、ブログによる情報交換で補う等の努力がなされ、前年・前々年の実行委員の応援もあり世代間のつながりが定着しつつあるようであり新成人参加率も８０％を超えるに至っている。
　新成人実行委員たちが乏しい予算のもとで苦心のやりくりをし、手づくりしたこの成人式は、多くの新成人にとって忘れられない思い出の成人式となっており今後一層の発展が期待されまた他の範とするに足り、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
富士宮市［第一中学校区］（静岡県）
　テーマは「Ｉ believe  in  future 」～未来を信じて～。これは新成人が社会に
参画する意義、巣立つ節目を自分たちの言葉で表現しようというもの。
　成人式づくりのコンセプトは、“地域の全ての世代が成人を祝う”こと。新成人が“多くの人に支えられて生きている自分に気づく”企画をすること。“参画したすべての人が役割を全うすることで達成感と感動を共有する場”にすること。
“荒れた成人式”を契機に中学校区単位の分散方式が採られ、試行錯誤を経て今日に至っている。開催日は１月１３日（日）、市役所７階特大会議室・食堂を会場として開催。
　幼稚園児からお年寄りまで参加した地域ぐるみの式典のメインは新成人の「二十歳のメッセージ」であるが、新成人がかつて中学校在校時代に決めた実行委員に加え新たに多くの同級生を実行委員として募り、新成人実行委員会が企画段階から討議を重ねてメッセージのテーマ“この国のかたち”“私たちにできること”“支えてくれたもの”“二十歳の自分へ”の選定、資料の作成などを行なっている。式典運営に当たる中学２年生の活躍も会場設営、式典の司会進行、会場インタビューなど貴重な体験学習として根づき、「６年後には自分たちがこの成人式の主役になる」との意識が芽生えている。
　中学校区単位分散型の新成人実行委員会方式でのこの成人式は、問題点も少なくないが、今後の発展が期待されまた他の範とするに足り本賞にふさわしいものと認められた。
門真市（大阪府）
　平成２０年門真市成人祭は、二十歳の新たな門出となる成人の日に新成人に最も伝えたいことは「夢や目標に向かって頑張ることの大切さである」との考え方に立ち、成人祭のプログラムやアトラクション等を通じメッセージとして伝えることを目的として、テーマを「夢は諦めなければ叶う！」としている。
　２年目を迎えた新成人による実行委員会［成人祭元気プロジェクト（ＳＧＰ）］は応募した６人が実行委員となって一生の思い出となる成人祭を目標に企画準備を進めた。
　式典・催事等は３部で構成。第１部が式典、第２部がアトラクション催事、第３部が
同窓会企画。第１部・第２部は文化会館ホールが会場。第１部では従来の厳粛な式典を踏襲しつつも市歌を１番のみにするなど全体を短縮化し、ＳＧＰが新成人としての決意と感謝を「門出の言葉」で壇上から伝えた。第２部アトラクションでは式典の厳かな雰囲気を一変、テーマのメッセージを伝えるため従来型の固い成人式のイメージを払拭して、スピーデイーかつメッセージ性の高い内容をめざして実施。
　第３部は新成人の希望から新たに市立小体育館の会場で恩師と給食セットを食べ歓談する同窓会を開催。記念品は元担任のメッセージ集と地元飲食店協力の元気クーポン券。
　この成人祭はめりはりある３部構成で参加者に大きな感動を与え、多彩な協力者を得て今後の発展が期待され、また他の範とするに足り本賞にふさわしいものと認められた。
堺市［南区］（大阪府）
　成人式のテ－マは「夢・希望・決意」。人生の節目として大人になったことを自覚し、新たなる将来に「夢・希望・決意」を持って望んでもらいたいとの希望を込めたもの。
　式典・催事は、第１部が式典、第２部がアトラクション。
　本市の成人式の主催者は市だが、主催者側が一方的に進め新成人は単なるお客さんであるという成人式ではなく、新成人各々が自分のための成人式として催事に参加しさらに企画運営にも積極的に参画することが望ましいとの考えで実施している。新成人の参加率は８５．５％で成人式への関心が高いことを示しているが、第２部の新成人の主張の中で多くの新成人が将来の夢を語っており成人式のテ－マは実現していると言えよう。
　本市実行委員会の若者実行委員は、従来は新成人と新成人ＯＢで構成されていたが、地域ぐるみでの成人式への関心の盛り上げ努力を反映し、本年は来年度の新成人（１９歳）も参加し来年度の成人式を担う若者が育ったことは大きな成果と見られる。
　統一的な式典・催事ののち、一部地域において「新成人を祝う会」を催しその案内をＨＰや式典会場に掲出しているが、それらの会合に次世代を担う多数の若者新成人が参加して盛りあがり地域の活性化が図られる結果となっていることは喜ばしい。
　本市成人式は、「新成人の主張」を目玉としたものといえるが、地域の動きも含め今後の発展が期待され、また他の範とするに足り本賞にふさわしいものと認められた。
枚方市（大阪府）
　本市の成人式は、昨年から分散型により、「市および市教育委員会」が主催の第１部（式典［市立中学校１９校が会場］と「２０祭実行委員会」が主催の第２部（２０祭）［市民会館および岡東中央公園が会場］の２部制で行なわれるようになっている。
「式典」のテーマ“地域で祝う大人の門出”は、地域ぐるみで新成人を祝うとともに、若い世代に地域に目を向けてもらう契機とすることを狙いとし、また「２０祭」のテーマ“新成人の恩返し”は、今まで温かく見守り、支え、育ててくれた社会への恩返しを決意し、その第一歩として「枚方を元気にしよう！」のスローガンのもと“地域社会の一員として自覚を持つ祭りを創ろう”というもので、「式典」の会場ごとに企画した多彩な催事・新成人の出演も含むアトラクション、並びに「２０祭」の会場で多くの関係団体の協力により開設したステージやブースで展開した献血・募金・体験・啓発等の諸活動は、テーマを見事に具体化し狙い通りの成果をあげている。
　「２０祭を日本一の祭りに！そして枚方を日本一の町に！」を目標に据え、新成人を中心にし、コミュニテイの人々、将来の新成人の高校生なども実行委員やボランテイアとして糾合、前年度実行委員が経験を生かして要所でアドバイスする等し、市民を対象にホームページを最大限に活用して行なわれた「２０祭」を含む本成人式は、今後一層の発展が期待されまた他の範とするに足り、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
大和郡山市（奈良県）
　本市では成人式（式典・アトラクション）のテーマを「愛」としている。その意味合いは、誰もが誰かに愛されて生きてきた。その愛をこれからは自分の大切な人や物に返していこうということ。成人式は、市および教育委員会が主催・企画する式典と新成人スタッフの企画するアトラクションで構成。アトラクションの内容は次のようなもの。
1 新成人有志２組による舞台での歌の発表　②親から新成人へのメセージの発表
③新成人から公募したメッセージＩ　ＬＯＶＥ　〇〇　のスタッフ代読での紹介
全員でのスピッツの「チエリー」の合唱（出席案内時に予告、当日は会場総立ちで合唱）
　④舞台企画以外の企画としては次のようなことを行なっている。
（1） モザイクアート…・・参加者全員が、入場時に１人１枚ずつカードを貼り付ける
ことによる、みんなでの１つの作品の制作。
（２）遺族の招待……………２０歳前になくなった仲間の遺族１組を招待。
（３）障害者のフオロー……障害を持っているため来場しにくい全盲の新成人の手引き。
記念品予算カットのため、催事③のメッセージ等を新成人スタッフで編集・印刷・製本
した手づくりの愛の詰まったメッセージ集を記念品として配布している。
　こうしてアイデアを出しOBの支援も受けながら手づくりされた成人式は、今後一層の発展が期待されまた他の範とするに足り、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
防府市（山口県）
　本市の成人式では、このところ毎年、「生・性」という大きなテーマのもとに主題を決めてきているが、実行委員会の論議のなかで、「生・性」からイメージするものとして“支え会い”ということが多数挙げられたことから、“生活すること、愛し合うこと、命を育むこと”どれもお互いに支え会うことではじめて成立するものであることに思いを致しし、本年のテーマは、「LIVE　　LOVE　LIFE　ささえあうコト」と決定している。
　成人式は、オープニング、式典、アトラクションと、３部門で構成されているが、
　オープニングでのよさこい踊り、Ｈeartful Ｄaysと題する実行委員会制作のスライド、恩師１３人からのビデオレター、式典でのフアンフアーレ演奏、はたちの宣言、おめでとうメッセージの朗読、アトラクションの音楽演奏、ハッピーおみくじなど全体として明るく楽しい雰囲気をつくりながら、世代の近い地元大学医学部保健学科学生を活用し、オープニングで生と性の啓発催事「大切な未来のために～わたしとあなたのＣＨＯＩＣＥ～」を、またアトラクションで若者が気安く相談などのできる生と性のSｍile Cafeを設定してテーマを徹底して追いかけている。　
この成人式は、小学生（お茶席）、中学生（受け付け・カメラボランテイア）、高校生・短大生（誘導・カメラボランティア）、大学生（啓発催事）、地域の人（会場整理）など幅広い世代層に出番を求める工夫などもしており、今後一層の発展が期待されまた他の範とするに足り、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。

＊成人式貢献賞
奥州市［水沢区］（岩手県）
本市水沢区（旧水沢市）の成人式は、“家族からの手紙”で今や関係者の間では知らない人はいないほど全国的に有名になっているが、１０年ほど前には多くの自治体がそうであったように荒れる一歩手前というに近いものであったと言われる。
成人式全体構成の主題は”ふるさとに集う“とし、”成人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ますとともに郷土理解を深め、ふるさとを愛する心を育む“ことをその趣旨としている。記念行事としての「家族からの手紙」のテーマは、
　　“Ｉ　ＬＯＶＥ　地元・ＬＯＶＥ家族”で、狙いを“自分が存在すること、成人とし
　　て新たな出発ができるのは、家族をはじめ地域の人々のお陰であるという感謝の思い
を込め、家族と新成人との手紙（メッセージ）の交換を通して、感動の瞬間やともに
歩んだみちのりなどを甦らせ、心と心の交流の大切さ、親子（家族）や地域の人々と　
の絆に思いを寄せ、今後の生き方を見つめ直してもらうこと“に置いている。
　新成人を含む記念行事運営委員会が企画・運営を担い、式典の司会等も新成人が行
ない、新成人からの「二十歳の想い」の発表もあり、「家族からの手紙」の壇上での朗
読は７名が行ない、会場参加者（新成人参加率８５.６％）に深い感銘を与えている。
　“水沢方式”とも称されるこの成人式も１１年目になるが、集合写真とともに記念
品にもなっている家族からの手紙は今年は参加新成人の９０.８％の新成人に贈られ、
それに応えるかたちでやや遅れて行なわれるようになった新成人から家族への手紙も
参加新成人の６０.３％から寄せられるに至っており、この方式は全国各地の成人式に
様々なかたちで採り入れられるなど広く深い影響を及ぼし、成人式改革の旗手として
の役割を引き続き果たしており、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
京都市（京都府）
本市の成人式は、市・教育委員会・ユース２１京都を主催者とし、式典は京都市勧業　
館「みやこめっせ」を会場とし、参加希望者が各自で用意した往復はがきで参加申し込
みをして参加する方式をとり、成人の日に午前・午後の２回に分け開催している。
　テーマは「成人に達した青年の門出を祝い励ますとともに、新成人に対して主体的に
京都市民としての自覚と今後の積極的な社会参加を促す」というもの。
　本市は数年前から市民みんなで祝う京都らしい「成人の日」のあり方を検討する委員
会を設置、その提言を受け新成人を地域ぐるみで祝う＜はたちプロジェクト＞を推進し
ており、二十歳の記念に周りの人達への感謝と将来への決意を込めての記念植樹、「お
めでとう・ありがとう」の手紙の募集、自分の成人の年に出席できなかった人のための
「思い出成人式」、１／２成人式（小学４年生の児童が自分を振り返り将来を考える催
事・成人式の受け付けと成人式典への参加）、成人の日きもの特典（市内文化施設無料入場等）、新成人特別映画割引など様々な取り組みを実施している。
式典はオープニングの学生和太鼓チームの演奏、ＮＰＯ法人京小町踊り子隊のお祝い
の踊りにつづく市歌斉唱、二十歳の誓い、教育委員長等の新成人への励ましなど定例的
行事中心だが、式典開始前に様々な分野の人からのメッセージを集めて編集したビデオ〔映像の制作・編集を市内青年の自主的集団“大風流”実行委員の担当とし、青年事業の
　関連を強化〕を上映、式典後に学生の踊り“京炎　そでふれ！”“お楽しみ抽選会“等を導入、第一式典会場のほか、第二会場に「はたちの集いコーナー」（出身中学校毎に懇談できるよう校名看板、母校・恩師のメッセージ掲示）を設けるなど工夫を重ねている。
本市は成人式の改革に本格的に取り組み、２００６年当研究会フオーラムに合わせた
成人式サミット開催を提言し全国的な改革の展開に寄与しているが、成人式改革の旗手
としての役割を引き続き果たしており、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
貝塚市（大阪府）
本市の成人式の名称は「貝塚市成人のつどい」で主催者は、実行委員会・貝塚市・教育委員会。テーマは、２００８年成人のつどい「～新たな出会いと飛躍のステージへ～」
「青年が自ら企画運営の成人のつどい！」。その趣旨は、一堂に会する新成人の想いが、感謝の気持ちを大切に、自他共に存在を認め合える大人の始まりを自覚し、夢に向って
未来を信じる。心に残る永久の場面に・・・！」というもの。
　本年の新成人たちが誕生したのは、泉州地域が国家的プロジェクト関西国際空港開港に向けて埋め立て工事が着工され地域活性化の夢と希望を抱いた年であったが、変革期に成長した新成人実行委員は、公募に応じ男性２０名、女性１６名が参集し、先輩実行委員の男性２８名、女性２７名を加え総勢９１の実行委員会を組織、初回の会合を４月に開催し近年恒例になっているプレイベントの大運動会を６月に開催している。
　式典とアトラクションは、基本的には大賞を受賞した昨年のかたちを踏襲し、創作劇（歌と映像）を中心に据え、新成人感謝の手紙披露、恩師からのビデオレターを上映、記念品として実行委員が心を込めて企画・制作したプログラム・歌詞・クーポン・新成人証明書等入りの手さげ紙袋つきハガキフオルダー（６０枚挿入可）を配付し、会場入口周辺の例年の混雑は先輩委員や青少年指導員等の協力誘導でスムーズに運んでいる。
　本市の成人式実行委員会は、当年度の委員とＯＢ，ＯＧの委員との結びつきが極めて強く、毎年その結束を固めることや一般新成人に対して実行委員会の存在と成人式準備状況の周知を図り、また一般新成人の成人式への要望を把握しさらに成人式本番への参加や運営への協力について事前要請を行なっておくことなどをねらいに、プレイベントとして運動会を開催するなどして、青年たちが自ら企画運営する新しいかたちの成人式を実現し成功させているが、本年もそうした伝統を拡充し、成人式改革の旗手としての役割を引き続き果たしており、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
広島市（広島県）
本市の成人祭は、最も早い成人式大賞受賞の歴史を持つが、実行委員会方式になって
１０回目にも当たるため、今までにないインパクトの強いものにし、”参加者が成人にな
ったときの希望に満ちた気持ちを思い出せるもの“にするとのコンセプトにもとづいて、
実行委員会で議論の結果、テーマを「道の為来たれ～夢色の未来へ～」としている。
「道」は“人生の道”、「夢色の未来」は“人それぞれの希望に輝く未来”を例えたもの。
　この「道の為来たれ」は、明治時代に楠正位・京都裁判所所長（くすのきしようい　武徳会設立発起人）が内藤高治・東京専門学校（現早稲田大学）の撃剣師範（ないとうたかはる）先生を、武徳会本部剣術教授として迎えるために送った電報の文面の言葉とのことだが、ここでは「夢色の未来へ」と結びつけ、「自分自身の輝かしい未来を踏み出す
ために、今ここに立ってしっかり自分自身を見つめ直し、自分の道を踏み出し、自分自身の人生の道を創っていこう」という意味合いの新成人へのメッセージとしている。
　式典・アトラクション等は、サンプラザホールを会場とした式典および会場ステージ
での和太鼓演奏・一般市民からのビデオメッセージ・恩師からの応援メッセージビデオ
レター、寸劇とパワーポイントでの選挙啓発催事（選挙ってなーに？）、ヴオーカルライ
ブ・手話をしながらの会場全員でのビリーブの合唱などのアトラクションや、会場ロビ
ーのブース・コーナーでの平和の祈りを込めた「祈り鶴」メッセージ記入催事、核兵器
廃絶署名、模擬投票体験、使用済み切手・書き損じはがきの回収/平和文化センターへの　
寄贈の催事、屋外公園での同窓会コーナーでの歓談会など多彩なものになっている。
　本市の成人祭は、本市の特性を生かしつつ従来型を脱した成人式のあり方を追求し、新たに選挙啓発催事を加えたり、新成人へのビデオをメッセージを著名人からのものに限らず一般市民など様々な人々からのものとするなど内容の充実が図られ成人式改革の旗手としての役割を引き続き果たしており、本賞を贈るにふさわしいものと認められた。
· 成人式アイデア賞
一戸町（岩手県）
　　本町の今年の成人式のテーマは、「いちのへ２０祭の挑戦」。その狙いは、“新成人とし
　て一戸町のことを考えるとともに今まで育ててくれた両親や友達、先生方、地域の人々に感謝の気持を持ち、これからは自分たちが一戸町を変えていく決意を示したもの。
　開催日は平成１９年８月１５日。成人式は式典とアトラクション（記念撮影と交流会）
で構成、司会進行は新成人代表が行い、町長や来賓祝辞は昨年同様テーマに沿ったもの
を要請。また成人式出欠報告のハガキに書いてもらった「一戸町をどのようにしたいか」
などを集約して直接町長に提言。前年度の新成人代表のアドバイスが効果をあげている。
　交流会では昨年につづき「もっと地元を知ろう！」という趣旨で特産品の試食を実施。
　また記念品として自分でペイントできるエコバッグ、受付で新成人が撮影隊になり一生の思い出として撮影し余白に各自が将来の自分に宛てたことばを記入した記念写真とそれを収めたアルバム、写真たて、来賓や恩師等から寄せられた祝いのことばを収録したメッセージ集を配布。成人式直前の新潟県中越沖地震被災者への募金も実施するなど視野も広く、多彩なアイデア溢れるこの成人式はアイデア賞にふさわしいと認められた。
　東京都中央区（東京都）
江戸開府以来４００年の歴史や伝統を持ち、それらを継承しながらも常に新たな文化を生み出し築きあげてきたまちであり、時代を感じさせる建物等が数多く残っている本区の「新成人のつどい」は、そうした歴史を踏まえ、新成人たちが同区の歴史や伝統など地域の魅力を再認識し、そのうえで世界に向けて活躍するとともに、ふるさととして魅力を感じて欲しいとして、テーマを「温故知新」とし、区と実行委員会の共催としている。
　つどいは第一部「記念式典」と第二部「新成人のつどい」で構成し、第一部での「二十歳のメッセージ」はつどい実行委員会会長と同副会長とが発表。第二部では懇談（立食パーテイ）と、アトラクションとして「クイズ　突撃！中央Ｑ」、「抽選会」などを行い、堅苦しい成人式からの脱却を図っている。
　テーマ追求のため、まちなみと中学校の写真展示コーナーを設け、展示にクイズの回答のヒントを含めたり、展示コーナーの前にテーブルといすを置いて参加者が歓談しやすいようにしたり、区内の公立小・中学校出身者のほかに私立校出身者や最近になっての区内
転入者が多くお互いに顔を知らない関係にある者が少なくないという都心区ならではの問題点対策として、「交友スペース」を設置したりしている。
　大都会特有の問題への適切な対応策を講じ、音響・映像面やパーテイ・抽選会の運営改善など種々の工夫も凝らしたこの成人式は、アイデア賞にふさわしいものと認められた。
　美濃加茂市（岐阜県）
本市成人式のテーマは“「岐」～過去を振り返り　今　未来への岐路に起つ！～”というもの。生まれ育った故郷「岐阜」への愛情と感謝の気持、またこれから楽しい路（みち）と苦難の路の「岐路」があっても、夢と希望を持った成人として歩んでいこうという未来への決意が込められている。
　成人式の主催者は市であるが、新成人の実行委員会がテーマやプログラムの決定、式典以外の司会などを含め、企画・運営・出演に当たり、前年度の実行委員が今年度の第１回実行委員会出席して感想や反省を通して新実行委員会に引継ぎを行ない、式典当日には受付や獅子舞役を担当するなど、代々ＯＢが協力する体制ができている。
オープニングの実行委員による太鼓演奏、Ｈistory部門の思い出の写真のスライドショー、恩師のお祝いビデオレター、新成人の主張タイムの会場での突撃インタビュー、見たい！聞きたい！歌いたい！部門での会場全員での「旅立ちの日に」の大合唱、恩師を囲んでの歓談会の設定、生涯学習アシスタント会などによる受付協力を通じての地域あげてのム－ド盛り上げなどや、記念品の市内写真サークル撮影スナップでのアルバムおよび環境問題への関心を高めるマイ箸（着物生地再利用の収納袋付き）など多彩なアイデアが盛り込まれたこの成人式はアイデア賞にふさわしいと認められた。
　倉吉市（鳥取県）
　全国的に新成人主体の実行委員会方式の成人式が主流になるなか、本市では市と教育委員会が主催するかたちにより、市民みんなで新成人を祝う成人式とするとの立場を鮮明に打ち出しており、テーマを「みんなで新成人をお祝いしよう！」と定めている。“新成人を市民を挙げて祝い住みよいまち倉吉をアピール”することで、新成人の自覚・逞しく生きる力・親しみを感じるまち倉吉の体感などを喚起し、“若者の定住促進”を実現することを狙っている。成人式案内チラシの全戸配布の実施など強力な広報活動を展開し、新成人を上回る人数の市民が参加して祝い、多くの啓発行政資料も配布し、新成人への市民の期待や思いの伝達を図っている。
　式典は基本的に従来型を厳粛な式典を目指すとしながらも、合唱サークルの歌声での幕開け、市長・市議会議長以外に市民代表からのことば、新成人の抱負発表、保護者からのメッセ－ジ、フイナーレでの”ふるさと”の全員合唱など新要素を取り入れている。
アトラクションの県警音楽隊による昨年のヒット曲演奏等で会場を盛り上りあるものに
したり、アトリウムの新成人の集えるコーナーの設置、企業紹介フエアの同時開催、プリクラ風記念写真撮影コーナーや感謝の気持をはがきで贈るコーナーの設定など種々工夫し、
記念品も集合写真と市民から公募の“私が二十歳のころ”の示唆に富むメッセ－ジ小冊子を配布するなど創意を集積した成人式は、アイデア賞にふさわしいものと認められた。
洲本市（兵庫県）
本市成人式は、新成人が「大人」の出発点を契機に成人式催事の企画運営を担うことで、
重圧との対峙から沸き起こる責任感、仲間と共に1つのものを作り上げていく尊さを実感し、社会参加への動機づけやボランテイア意識の向上に繋がることを期し、毎年新成人による実行委員会を組織し、市、教育委員会と実行委員会が共催するかたちで開催している。
　成人式のテーマは「足跡」。多くの人々の恩恵の上に自分達の「足跡」が刻まれて来たことを実感・感謝し「今度は自分達が人の役にたちたい」との気持を喚起する狙いである。
　成人式は、第１部式典と第２部アトラクション。第１部では定例的なプログラムに加え実行委員会撮影・編集の高校時代恩師からのメッセージビデオを上映、第２部は３幕構成としまず　①会場のみんなでいつまでも心に残る「足跡」をつくろうと全員での「コーラス」に挑戦、サプライズゲスト中学時代の恩師を招待、恩師の指揮、新成人のピアノ伴奏等で会場一体の大合唱を実現。②「足跡」と題した実行委員自作詩の朗読と新成人の誕生から現在までの実行委員編集スライド上映　③記念抽選会などの催事を行なっている。
　実行委員会は４カ月間に１４回の会議を重ね、要所で前年の委員から適切なアドバイスを受け、また青年組織に加え実行委員ＯＢや来年成人式を迎える若者ボランテイアの協力を得て今回の取組が来年度に繋がるよう工夫しており、企画・運営の各面で創意工夫を凝らしアイデアが集積されたこの成人式はアイデア賞にふさわしいものと認められた。
　三次市（広島県）
成人式のテーマは「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうど),郷土)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうせい),郷生)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうゆう),郷友)～ふるさとに感謝～」“生まれ育ったふるさと全てに感謝するとの気持を込めた造語。成人式の主催者は市であるが、公募３１名の新成
　人が実行委員として企画運営等に参画し、テーマ・アトラクション・記念品等につき検討し、当日の運営にも当たっている。
　　本市の式典の、特筆すべき催事は、「青年の主張」と「三次市平和非核都市宣言朗読」。
「平和非核都市宣言」は、制定当時、高校生委員として草案に参画した新成人３人が、当時のエピソードや感想を述べ、「青年の主張」では、中学校区ごとに選出した新成人が、成人を迎える思いやパフオーマンスを発表、テーマにちなんで地元のおばあちゃん達の会話再現のコントなどを入れて個性溢れる舞台としている。
　また新成人激励のビデオメッセージも、市内中・高校の先生方や市出身の多数のスポ
ーツ選手・芸能人から集め、封筒なども新成人のデザインの絵や題字を使用。ビデオメ
ッセージと成人式ダイジェスト収録のＤＶＤと集合写真を記念品とする工夫もしている。
　本成人式は、新成人参加型としての熟度も高め、多彩なアイデアに富むものになって
おり、アイデア賞にふさわしいものと認められた。
　
＊成人式話題賞　
　厚木市（神奈川県）
成人式は主催者は市であるが、今年から実行委員会を組織し、“はたちになった今、改
めて沢山の人達に支えられて生きていることを実感するとともに、感謝の気持を周りの人達に伝えて欲しい“との願いを込め、テーマを「あなたにとって大切な人はだれですか？」とし、新成人の企画運営に改め新成人参加型の手づくり感溢れるものにしている。
　先ず従来型式典の中心行事だった市長・議長の「祝辞」を市長・議長・新成人のミニ
トーク形式に変更し、各催事をテーマ性を持ったものにするよう努め、対象新成人への招待状に新成人作成イラストを採用するなど“新成人力”の活用が図られている。
　昨年まで芸能人によっていたアトラクションも、今年は中学校からのお祝いビデオレターの上映や、“はたちのパフオーマンス”に代り“同世代の参加者の感動や共感を呼ぶものとなっている。これらの内容の変革とともに、会場でのスクリーンの映像や音楽の最大限の活用は、国歌斉唱のあり方も変え、また市ＨＰや携帯ネット映像の活用システムは、準備段階での情報の収集・提供・ＰＲ・当日会場での全員参加型のクイズ大会やアンケート等の催事の運営にも威力を発揮している。さらに、成人式新聞「Ｔwenty」の発行は、インタビューや携帯サイトによるアンケート結果の特集の掲載、市長等からのお祝いメッセージの掲載などを可能にしている。本市の成人式のあり方の改革や改革に向けての実行委員会の活躍は、マスコミに取り上げられ広範にわたる地域で話題になってもおり、多面にわたる改革を行なった本成人式は話題賞にふさわしいと認められた。
　西尾市（愛知県）
　本市成人式のテーマは　“絆―絆に気付く、絆を築くー”　これは、この成人式をきっかけに、これまで築いてきた絆を見つめ直すとともに、これからまた新しい絆を築くためにどうするかを知って欲しいと言う願いから出たものである。
　成人式の主催者は、市，教育委員会，成人式実行委員会であるが、新成人２８名で構成した実行委員会が企画、パンフレット・ポスターの作成等の準備作業、当日の進行・映像・音楽・演出などを担当し、全参加者を感動させる成人式にしている。前年度実行委員から「協賛金を要請した際に企業側から“市の予算の範囲内でやりきるのが筋では”との意見が出された」との報告があったことから、予算だけでの成人式づくりが決定されている。
　式典は基本的には従来型ではあるが、地域の人からのビデオメッセージの上映、テーマ（絆に気付く・地球との絆について・絆を築く）の説明など新しい要素も採り入れており、記念品として斬新な感覚のパンフレット、温暖化・異常気象など環境問題に苦しむ地球との新しい絆のあり方を考えるきっかけとなるマイ箸、家族との絆を強める家族からの手紙、社会との新しい絆を築くドナーカード等テ－マに沿ったものを選定し贈っている。
　世界的な課題の地球環境問題を新成人との絆の見地で捉えテーマとして深く追求した点など広く全国自治体間の話題になっており、本賞にふさわしいものと認められた。
総社市（岡山県）
　本市の成人式は「成人記念式」と称し、市・教育委員会・選挙管理委員会の主催により、基本的な考えを①記念式は単なるイベントではなく成人を祝う儀式である②儀式は堅苦しいものではなく自分が成人になったことを自覚する式である③式は新成人たちがオリジナリテイを発揮してみんなで創り上げる手作りの式である点に置き、公募新成人で構成の実行委員会が企画や当日の進行などを担当、ＯＢ委員も準備・運営に参加している。
　今年の記念式のテーマは「ライト～ＬＩＧＨＴ光　明るい　ＲＩＧＨＴ正義　権利～」
その視点は２０歳になった今、与えられた自由と権利をどう使うか・・・正しいと思うことを信じて行動することで私たちは輝く。私たち自身の輝きで未来を明るく照らそう！！」というもの。記念式は第１部の式典的部分と第２部のアトラクション的部分に分けているが、第１部は温かくて引き締まった式　おめでとうが伝わる時間にとして小学４年生（１/2成人）による花のアーチの入場やメッセージ、市長からのピアノ弾き語りのサプライズプレゼント、ビデオ“２０歳のあしあと”の上映など、また自分たちの式にのテーマ実現を目指した第２部では２０歳の主張、今ライトな新成人のミニコンサート、「栄光の架橋」の大合唱を実施、翌日の「成人記念福山登山」なども工夫をこらした催事であり、近隣自治体はじめ全国的な話題となっており本賞にふさわしいものと認められた。
大竹市（広島県）
　本市成人のつどいは、テーマを「地域愛、地元～ＷＥ　ＬＯＶＥ　ＯＴＡＫＥ～」とし、地元を離れて生活する新成人等に、地元を愛する心をあらためて考え今後も地元のために貢献していくことを呼びかけることを視点に据えている。
集いは市、教育委員会、実行委員会の３者の共同主催のかたちで開催しているが、新成人による実行委員会が企画・運営・出演に当たっており、実行委員の心のこもった成人式づくりが進められている。つどいの内容は、式典と交流会で構成。式典は従来型であるが、新成人から保護者へのメッセージを導入、会場に感動を呼び起している。
交流会では新成人実行委員が主体になって練習を積み重ねてのピアノ演奏、吉本興業のノンスタイルのお笑いライブなどを行なっているが、そのライブの前にテーマの「地元愛」に沿い進行も兼ねて出演した高校生お笑いコンビ（地元大竹市在住１名、高校卒業後はプロを目指す）の演技、ビンゴゲーム、思い出の小・中学校時代のフイルムの上映なども行なわれ、ビンゴゲームでは景品を特産品として地元を知り・愛する工夫がなされている。
　このつどいは、郷土愛を呼びかけ、式典での保護者へのメッセージが多くの人々の心を動かし、シークレットゲストのノンスタイルが舞台の袖で涙し自身のブログにコメントを掲載して近隣自治体の間で話題となってもおり、本賞にふさわしいものと認められた。
阿波市（徳島県）
　本市の成人式は、市と教育委員会の主催であるが、“一生に一度の成人式、自分たちの手でつくりあげてみよう”との趣旨で、テーマを「手づくりの成人式」とし、新成人による実行委員会が、式典催事の内容・記念品の検討や催事の準備を行なったり、当日の受付・司会・進行などを担当するかたちで実施。新成人が参加しやすい１月２日に開催している。
　成人式の内容は基本的には従来型をとりながらも、開会前に新成人中学生時の恩師のビデオレター（１５分）を上映し、新成人の会場への入場の促進を図ったり、催事のひとつとして「各中学校の校歌斉唱」を採り入れ、同時に各校２名の恩師がサプライズゲストとして登場するなどの工夫をして、式典を一般新成人にとって“ただ参加するだけの”「堅苦しい成人式」から“盛り上がりのある”「思い出に残る成人式」にしている。
　また参加者みんなで一つの記念作品をつくる催事として、案内文書に同封の色紙に２０歳の主張を記入し当日会場入場時にボードに貼り付け、前年11月徳島県で開催された国民文化祭・とくしま2007のマスコットキャラクター「すだちくん」の制作・展示を実施。
さらに式典後に抽選会を開催し、市の発展に関心を持ってもらおうとの意図で市の入浴施設入浴券や、旅行券、iPodまで様々な賞品と全員への参加賞を用意し、記念品もフオトフレ－ム、クオカード、記念写真をプレゼントするなど多彩な企画ときめこまやかさは、近隣自治体はじめ全国的に話題となっており、本賞にふさわしいものと認められた。
　宇美町（福岡県）
　　成人式のテーマは「二十歳の宇美人。君が主役！～大人の世界へトウギャザーしようぜ～」で、“新成人全員がこの日の主役であることを認識し、共に育ち・学んだ仲間が一緒に大人としての第一歩を踏み出そう”との思いを表わした元気あふれるもの。
第１部式典に続く第２部新成人のつどいで上映のスライドも全員が写るよう配慮するなど全員参加や運だめし抽選会など明るく楽しい雰囲気の成人式は、地域で高く評価されている。
　　実行委員会方式４回目のこの成人式は、公募で集まった新成人委員の一生懸命な姿が
仲間の新成人・青年団等に伝わり、OBのアドバイス・支援などの協力も定着し、行政も
含め全員が一体の成人式になり企画内容も向上しており、恩師全員のメッセージ入りの手作り冊子を記念品とするなどの工夫もされており、サッカーＪ２アビスパ福岡への新成人の熱い思いを書き込んだチームフラッグの贈呈催事は新成人に元気を与えマスコミでも取り上げられ反響を呼んでいるなど話題賞を贈るにふさわしいものと認められた。
　
＊成人式企画賞
足利市（栃木県）
  本市の成人式は、市と教育委員会が主催し各地区成人式運営委員会が協賛するかたちでいわゆる分散方式により、市内中学校・公民館など９会場において開催されている。
　テーマは「地域で祝う成人式」とし、地元役員から中学生までが、一緒になって地域の新成人を祝福することで、“地域連帯感”の醸成を目指しており、成人式の実質的な運営は、
会場ごとに組織した運営委員会が担い、新成人の全体としての参加率は８６.０％と高い。
　式典は各会場とも従来型の定例的な簡潔なもので、アトラクションは１会場が和太鼓演奏、８会場が記念撮影を行ない、記念品は各会場とも一律にアルバムとしているが、「先輩・後輩」の結びつきが著しく弱まっている咋今、身近かな人々が地域をあげて新成人を祝うかたちは却って新鮮であり、狙い通り社会連帯感の醸成に寄与していると見られる。
　各地区運営委員会では本年から、「中学生地区活動ボランテイアクラブ（登録制のボランテイアクラブで、主に地域のお祭りや子ども会行事で活躍している。）」が受付や記念品の配布、会場誘導などの業務を担当したが、中学校の先輩である新成人を記念品を直接手渡し祝福することで、新成人には大人としての自覚をいっそう促し、他方中学生にとっても今後自分たちが迎える成人式に対して思いを深めるきっかけとなっており、この成人式は、総合的に見て優れ、時代が求める新しさを持つとともに今後内容・運営の向上が見込まれるものであり、本賞にふさわしいと認められた。
福生市（東京都）
　成人式の主催者は市と教育委員会であるが、公募により新成人による実行委員会を９月に立ち上げ、同委員会を核として全般的な検討や準備を進め開催している。テーマは一文字の「拓」。その視点は、“保護者・恩師・地域の人々に育てて頂いたことに感謝し、成人として責任ある行動をとり、世界に羽ばたく”ため「切り開く」式典を目標とするもの。
実行委員会は、実行委員ＯＢ・ＯＧを会合に招いたり現地に出向いたりして積極的にアドバイスを聞き、すべての人に喜んでもらえる企画を目指して検討を行なっている。
　成人式の内容は、従来型に沿った式典と成人のつどいで構成しているが、地元吹奏楽団のＢＧＭ演奏、恩師からのビデオレターの上映、「大地讃頌」の合唱、実行委員長による一本締めなど式典への新しい要素の採り入れに努め、成人のつどいでは、成人の夢コーナ－（市の木もくせいの花をイメージした用紙に自分の夢や福生の未来の夢などを書き入れボードに貼り全員参加で花を咲かせようというもの）やなつかしの給食コーナーを設置、立食パーテイを開催、また記念品として実行委員の企画・編集による記念冊子と新成人デザインのクオカードのプレゼントなどもしている。この成人式は、実行委員会の自主的積極的な活動が実を結び地域から多くの人々が式典に参加し、催事への出演・受付案内・会場整理などの協力も得て世代を超えたつながりのある和やかな総合的に優れたものとなっており、今後いっそうの内容・運営の向上も見込まれ、本賞にふさわしいと認められた。
　
古賀市（福岡県）
　本市の成人式は、基本は従来型であるが、そこに新しい要素をたくみに導入したものになっている。主催者は、市と実行委員会で両者の共催のかたち。初の実行委員会方式の導入ながら、実行委員会が企画・運営を担当し，当日も実行委員が分担して式典の進行を行ない開幕のアナウンスやプログラムの説明、進行上の注意等を述べ、「開式のことば」は市教育長が、また市長が「式辞」とそれに結び付けて「市長への質問に対する回答（市長と新成人とのトーク）」を行うといった新しいかたちを採り入れ、実にみごとに実行委員会を活用し役割分担を調整しながら、行政のなすべきところをおさえた式典にしている。
　実行委員は公募による新成人１８名で、委員会は１０月から会議を開始し委員長、副委員長、会計･イベント企画チーム・広報・会場チームを結成。ほかに大人の指導者として地元ＴＶ局・市民劇団リーダー等市民ボランテイアを兄貴役として参加させている。
　成人式のテーマは「二十歳の旅立ち　～感謝・笑顔を広げよう～」で、その趣旨は“二十歳を迎えることができたのは、自分一人の力ではなく自分の周りの多くの人々のおかげ。そこでそれらの方々に笑顔で感謝し、笑顔を全世界に広げようというものだが、スローガンの斉唱，新成人の素直な思いをぶつける「未来へ向けた魂のメッセージ」、メッセージコーナーの設置などの催事は、テーマに沿って展開され総合的に見て優れたものになっており、さらに内容運営の向上が見込め、企画賞にふさわしいと認められた。
山都町（熊本県）
　「自分達の生まれ育ち学んだ故郷で行なわれる成人式に多数の新成人を集まってもらお
う」を主眼としたこの成人式は、中学・高校を卒業すると進学・就職のため故郷を離れていく者が多い過疎の町で、町外の在住地・住所の把握も難しく、また地元に残った者が少なく困難ななか実行委員会を立ち上げ連絡を取り合い、成人式開催は帰郷新成人たちが最も参加しやすい１月４日午後１時からとして、対象者の９２％の参加率をあげている。
　第１部式典、第２部お楽しみ会は、「自分の命も人の命も大切にする」見地に立ったエイズ予防啓発を今年も実施し、実行委員会手づくりビンゴゲームの景品も智恵をしぼって選定するなどしており、合併新生の山都町として３回目の成人式は簡素ながら心のこもった一体感のある思い出深いものになっている。また全国的に記念品の贈呈を廃止する自治体がふえているなか、本町では財政難や一般的にはモノ余りの時勢にあっても、人生の節目である成人式の記念品は祝意の表現というこころの問題であるとし、新成人に最も役立つと見られる図書カードと記念集合写真（４枚セット台紙付き）などを贈っており、国民年金・選挙管理委員会からも同じく図書カードが贈られ総合的に見て優れたものになっており、さらに内容運営の向上が見込めるものであり、企画賞にふさわしいと認められた。
　中津市（大分県）
　本市の今年の成人式のテーマは「進歩～いこーぜ　１０代の向こうへ～」。今の自分を創った確かなもの、その自分に誇りを持ち、これからの自分の道を自分の力で切り開いていこうとの決意を込めたもの。主催は市と実行委員会。実行委員は９月に選出、アトラクション企画委員会を設置し毎週検討を行なっている。
　成人式は式典とアトラクションで構成。アトラクションは　①前２回で定着してきている新成人参加型ショーで新成人３８名がステージ上にフアッションモデル風に登場、ＭＣが成人になった抱負を発表（その合間に保育園児が今年度大分国体での「めじろんダンス」）を踊る「ＮＡＫＡＴＳＵ　ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ　２００８～おれらうちらがどげんかせんといけん！～」と　②小・中学校時代の懐かしい写真や当日の姿の画像を編集したスライドショー。　また実行委員会は、世界一周の旅の経験をしたメンバーがインドで見た悲惨な子供たちの現状や命があまりにも軽く扱われている時勢にかんがみ、成人式を迎えるに当たりその重さをみんなで一緒に考える狙いで「ペットボトルキャップを収集してワクチンに変える取組み」といった社会貢献活動も展開。記念品に当地ならではの福沢諭吉肖像画入りの携帯電話ストラップを贈るなどの工夫もしており、この成人式は総合的に見て優れ、内容運営の向上も見込めるところから、企画賞にふさわしいと認められた。
＊成人式努力賞
毛呂山町（埼玉県）
　本町での成人式は主催者は町と教育委員会である。成人式の名称は、平成１２年度から「成人のつどい」に改め、新成人が成人式の実行に当たる“委員会方式”を採り入れているが、昨年までは“委員”の名称は“企画委員”であったのを、今年から“委員の責任感・達成感”の充実を図る見地に立ち、“企画・運営委員”とし、実際にも今年は委員が「強い責任感と実行力のある委員」として活躍し式典の内容等の決定をし進行も行なっている。
　成人のつどいには特にテーマを設けていないが、新しいあり方を目指して式典、思い出の写真映写（企画・運営委員制作）などを行なってきているが、今年は式典前にビデオレターの映写、成人者宣誓を行うとともに、思い出の写真映写の充実などを図っている。
ビデオレター（音声を館外に流す）の上映により、懐かしさを求める新成人の会場ホールへの入場が促進され、これまで新成人がなかなか入場せず開式が遅れ気味であったのが改まり予定時刻通りの式典開始を実現できたこと、これまで例年「成人の主張」を行なってきていたが、今回は主催者挨拶や祝辞などの前に新成人代表が宣誓を行なうという新しいかたちが創造されていることなど注目されるところであり、思い出の写真映写の工夫による会場の盛り上がり、準備段階でのメールなどの活用による迅速的確な連絡の実施なども含め様々な努力とその成果が見られまた今後の飛躍も期待され、努力賞にふさわしいものと認められた。
葛城市（奈良県）
　本市成人式は教育委員会の主催であるが、新成人の「スタッフ」を市ＨＰ・市広報誌・中学校を通じて募集し、応募で集まった１２名がアトラクション等の企画などに当たり、
“新成人による新成人のための成人式を、思い出に残るものにしよう”とのコンセプトで、前年の式典だけの成人式から１８０度転換した内容とし、サブスタッフ２４名も加え、当日の受付・誘導・会場整理なども新成人の手で行なっている。
テーマは「Ｓtep・Ｃhange・Ｓtart」。“今までの自分が成人式を機に変身し、新たにスタートを切る”というもので、２０歳までの道のりを「ステップ」、成人式を「チエンジ」、これからを「スタート」ととらえ、式典につづくアトラクションをテーマにリンクさせ、出席者が参加できるものを目指し、「恩師への突撃インタビュー」「ありがとうの気持ち・これからの自分の発表」「明日への扉の合唱」を行なったりしている。
今回から会場に保護者席を設けたり、「思い出のコーナー」を設置したり、新成人へのアンケートを実施して今後の成人式のあり方を模索したり次年度の成人予定者を招待し翌年への意識付けをしたり、記念品も内容・デザインなど工夫をこらした関係者の努力は大いに評価でき、発展余地も大で一層の努力が期待され本賞にふさわしいものと認められた。
三原市（広島県）
　新成人のつどいテーマ「未来創造～掴もうよ　君の心に　あの光り～」は、“自分たち
の成人式は、自分たちでつくる。自分たちの手で輝かしい未来をつくっていこう“との意向を示したもの。
つどいは成人式典、新成人を祝う会の２部構成で、市内中学校から推薦の新成人１４名と関係団体代表の合計２０名で組織された実行委員会が主催するかたちで開催、新成人が主体になって内容等を企画し教育委員会担当課が事務局として運営など全般的手助けをして準備を進め、当日も実行委員団体の支援も得て誘導等の体制をとりつつ、舞台に新成人の主催者実行委員会席を設け主催をアピールする等の配慮をしている。
　本市は合併で誕生し間もないため新市をよく知らない市民も多いなか、新成人が地元
の魅力を発見・再認識し故郷への想いや愛着を育む狙いで、第２部で｛どんだけ～！！
クイズ｝抽選会を開催、座席番号抽選で参加・着席を促す工夫等もした関係者の努力を
評価でき、発展余地も大で一層の努力が期待され本賞にふさわしいものと認められた。
筑紫野市（福岡県）
　成人式を新成人の意見や思いを反映したものにするため、本市では２０年以上前から
実行委員会方式により行なってきているが、毎年実行委員集めに苦労しまた実行委員は毎年変わることなどから前年度の取り組みを繋げ広げることが難しいという状況にあったが、本年は各行政区の「代表者会」の開催を経て、市内５中学校出身の実行委員１７名を確保し、恩師からのパンフレットメッセージ、ビデオメッセージなどの依頼・編集等すべてを実行委員が行い自分たちで創る成人式の色彩を強めることができている。
　成人式のテーマは、“「最後の純昭和生まれ」～昭和生まれとしての誇りと思い出を大切にこれからの人生を生きていく～”　として、パンレットなどの配付を例年の紙袋からエコバッグによるよう改め環境について考えるきっかけにする工夫をしている。
なお４年前から受付・誘導に当たる一般ボランテイアを募集しているが、本年は記念写真の「シャッター押します隊」としての活躍の協力も得たり、着付けサークルの無料着付け・補導員の誘導などの協力もあって地域で祝う成人式にしている。記念抽選会の景品、記念品も厳しい予算事情のなかで種々工夫した関係者の努力は大いに評価でき、発展余地も大で一層の努力が期待され本賞にふさわしいものと認められた。
西都市（宮崎県）
　　本市の成人式のテーマは、「Ｗe ❤　西都～私たちのかけがえのないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるさと),ＨＯＭＥ)～」
　メインテーマは成人式（そして成人式を含めたこの１日）で伝えたいこと、感じて
　欲しいことをストレートに誰にでもわかりやすく表現したもの。そして、サブテーマ
　は式の内容を英語の「故郷・地域・住む所・家族」を表す「ＨＯＭＥ」と新成人とを繋
　ぐものにしたいとの想いを込めて選定したもの。ＨＯＭＥが祝い、新成人ＨＯＭＥに感謝する。そのような温かい式を目指すとの意図を示している。開催は平成２０年１月５日。
成人式は従来型の厳かな式典の部とサブテーマにのっとった記念行事の部との２部構成。　記念行事の内容は宮崎県知事からのはなむけのビデオレターおよび各中学校名物先生からのビデオレターの上映と、奥州市水沢区の記念行事にならって家族間の絆の強化を目指して昨年から始められた家族からの”はなむけ“のメッセージの伝達など。
記念品として市・教育委員会・実行委員会苦心の家族からの”はなむけ“の手紙と、新成人・ふるさとの店を結び本市商店街の活性化につながるクーポンが贈られている。
本市では今年初めて実行委員会方式が採用されたが、関係者の種々の工夫努力は大いに評価でき、発展余地も大で一層の努力が期待され本賞にふさわしいものと認められた。
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